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トピックス 富士山科学講座、開催しています

研究紹介
●富士登山での高山病とその関連要因の検討
宇野　忠（環境共生研究部）
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山梨県富士山科学研究所
〒403-0005  山梨県富士吉田市上吉田字剣丸尾5597-1

企画展「けんまるびの森」
富士山研が立地する、剣丸尾の森に生息・生育する
動植物を標本や解説パネルでご紹介します。

7/8（土）～11/12（日）9:00～17:00
（最終入場16:30）

森のガイドウォーク
研究所敷地内の森の中を歩きながら、溶岩の上にで
きた森の成り立ちや動植物の特徴などをスタッフが
解説し、観察します。

9/2から10/29までの土日・祝日
10:00～、11:00～、13:00～、14:00～、15:00～
各約50分

もりのおはなしかい
幼児～小学校低学年を対象に、絵本の読み聞かせや
森の観察などをとおして自然と触れ合い、興味や関心
を伸ばします。会の前にはおりがみ教室も開催、プレ
ゼントもあります。

9/10（日）、10/8（日）
10:30～、14:00～　各約40分

富士山科学講座
富士山の自然、自然と人との関わりについて、研究成
果をわかりやすくお伝えする全6回の連続講座です。
秋からは［応用編1～3］を開催します。

9/9（土）「生態系」、10/14（土）「環境と身体」、
11/11（土）「災害」
13:30～16:00

富士北麓秋の親子自然観察会
日本野鳥の会から講師を招き、富士山研の周辺を散
策して、身近な自然環境への興味・関心を育む観察会
です。

9/30（土）9:00～11:30（申込み：8/30～、先着順）
※対象：県内の小学生とその保護者30名

研究員体験イベント
「研究」とは、どんなことをどんなふうに進めるのか
…？研究員による体験イベントです。理科が好きな
人、科学に興味がある人、研究員になってみたい人、大
募集！

12/2（土）2～3時間程度
※対象：県内の小学4年生～中学3年生
（申込み：10/28～、先着順）
詳細は10月上旬に研究所ホームページをご覧くだ
さい。

スタッフボイス s t a f f v o i c e m i n iミニ
今年の梅雨は雨があまり降らず、7/1の富士山の山開き
の日も残雪が多くて、爽やかな初夏の日が続きました。
梅雨明け後には、一転して薄曇りの日が続いています。
青々とした空と富士山という真夏だからこその風景を
味わえる日がほとんどありません。8月、全国的に日照時
間が少ないと予測されています。たった2ヶ月しかない

開山期間が晴れやかな天気に恵まれて、多くの方々に登
山を楽しんでいただけたら、という気持ちが、富士山の
麓の研究所にいると自然と湧き上がってきます。一方で、
照りつける日差しが少ないのは、野外調査の多い研究
員にとってはとてもありがたいようです。

opics ト ピ ッ ク ス

　「富士山科学講座」は、昨年度にリニューアル
を行い、富士山の自然、自然と人との関わりに
ついて、研究成果をわかりやすくお伝えする全
６回の連続講座として実施しています。今年も
当研究所の研究員が講師を務め、昨年とは違っ
たテーマでお届けしています。4～6月には「基
礎編」として3回の講座を開催しました。
　4月15日（土）には、内山高研究管理幹(火山
防災研究部 部長)による講義「山梨の水と火山
－地下水・湧水の起源」を行いました。まず、火
山の恵みとしての湧水に触れ、縄文時代の遺跡
が湧水のある場所に分布していることなどか
ら、歴史的にも山梨県は地下水に依存してきた
ことが示されました。県内には、富士山や八ヶ
岳、茅ヶ岳・黒富士といった火山とそれらに起因
する地形がありますが、火山岩の化学組成が違
うことで水の成分に違いがあります。富士山の
場合、玄武岩を通ってきた湧水の成分にはバナ
ジウムなどの量が多いことが分かっています。
また、水の安定同位体比を利用して行った調査
から、富士山に降った雨や雪がどのような経路
を通って湧水として出てくるか、解説がありま
した。さらに、八ヶ岳や甲府盆地の地下水につ
いても話があり、山梨県の水系についてまとめ
てとらえることができました。

　5月13日（土）には、馬場章研究員（火山防災
研究部）による講義「大地に刻まれた山梨の地
史｣を行いました。山梨県は、多種多様な岩石・
堆積物で形成されています。北岳山頂付近に分
布する白亜紀の石灰岩からは、かつて海底で
あった痕跡が見られます。プレートの動きに
よってアジア大陸の一部であった日本列島が弧
状となって形成されていった過程や、御坂山地
や丹沢山地、伊豆半島が形成されていった様子
についての解説がありました。「チバニアン」で
注目される第四紀としては、韮崎岩屑なだれや
活断層、甲府盆地や氷河地形などが紹介されま
した。最後に、地形・地質から自然の成り立ちを
理解することができ、防災対策や自然保護、資
源として活用していくことの重要さが述べられ
ました。
　6月10日（土）には、安田泰輔研究員（自然環
境研究部）による講義「富士山の草原環境の特
性」を行いました。はじめに、なぜ日本に草原が
あるのかという提示の中で、草原の成立とその
利用、維持についての解説がありました。富士
山を特徴づける生態系の一つとして、草原環境
が挙げられます。富士山とその周辺には、稀少
かつ多様な生物種が生育しており、大室山周辺
の様子から、原生的自然環境と二次的自然環境

のどちらも重要であることが示されました。ま
た、植物の種類数の増加や維持には動物が関
わっていることや、群落は植物の移入と死亡の
バランスにより大きく変わる可能性があること
などの説明がありました。最後に、草原の保全
に向けて、群落の安定性を考慮しつつ、草原の
現状把握、管理効果等のモニタリングの必要性
が述べられました。
　9～11月には「応用編」として、毎月2名の研
究員による、自然と人との関わりを考える講座
を開催します。それぞれ「生態系」、「環境と身
体」、「災害」がテーマです。多くの皆様のご参加
をお待ちしております。

　富士山が世界遺産に登録され、環境保全のあり

方がますます重要となり、植生の変化についても課

題となるところです。そんな中、富士山の植生への

理解を深めることを目的に、7月22日（土）・27日

（木）に「富士山五合目植物観察会」を行いました。

　当日、まずは現地での観察会がより有意義なも

のになるよう、中野隆志主幹研究員（環境教育・交

流部 部長）が、噴火の歴史、地質構造、雪崩や雪

代による植物への影響など、解説を行いました。そ

の後、奥庭へ出発です。奥庭では、22日（土）は丸

田恵美子先生（神奈川大学理学部）、山村靖夫先

生（茨城大学理学部）、中野研究員の3グループ

に、27日（木）は中野研究員と安田泰輔研究員

（自然環境研究部）の2グループに分かれて観察

しました。

　参加者は、水が少なく、極寒となる厳しい環境の

もとで、たくましく生存競争を繰り返している植物た

ちとそのしくみに感心しきりでした。皆さんとても積

極的で、質問の内容もレベルが高く、メモ用紙がど

んどん埋まっていく様子が印象的でした。霧、強い

日差し、小雨など、目まぐるしく変わる山らしい天気

でしたが、充実した観察会となりました。

富士山五合目植物観察会

■葉っぱから調べられる図鑑
●「山溪ハンディ図鑑14  樹木の葉」　林 将之／山と溪谷社
●「葉でわかる樹木」　馬場 多久男／信濃毎日新聞社
●「葉っぱで見わけ五感で楽しむ樹木図鑑」　林 将之／ナツメ社
●「葉っぱで調べる身近な樹木図鑑」　林 将之／主婦の友社
●「原寸図鑑 葉っぱでおぼえる樹木」　濱野 周泰／柏書房
●「くらべてわかる木の葉っぱ」　林 将之／山と溪谷社
●「落ち葉の呼び名事典」　亀田 龍吉／世界文化社
●「紅葉ハンドブック」　林 将之／文一総合出版
●「紅葉のきれいな樹木図鑑」　亀田 龍吉／家の光協会

■葉っぱについて学ぶ本
●「葉っぱのふしぎ」　田中 修／ソフトバンククリエイティブ
●「葉っぱの不思議な力」　鷲谷 いづみ・埴 沙萠／山と溪谷社
●「はっぱ」　林 将之／STUDIO CELLO
●「調べて楽しむ葉っぱ博物館」
　亀田 龍吉・多田 多恵子／山と溪谷社
●「拾って探そう 落ち葉とドングリ・松ぼっくり」
　平野 隆久・片桐 啓子／山と溪谷社
●「紅葉・落ち葉・冬芽の大研究」
　星野 義延・飯村 茂樹・岡崎 務／PHP研究所
●「落ち葉」　平山 和子・平山 英三／福音館書店
●「紅葉のふしぎ」　佐藤 有恒／あかね書房

環境情報センター便り
色々な葉っぱを楽しむ

　秋の森といえば、紅葉ですね。昔から日本人は紅葉を眺めて楽しんできました。葉っぱの色が変わると、緑だった時よりも形の違いに目が行きやすくな
ります。葉っぱの形から何の木か見分けることができたり、葉っぱの色が変わる仕組みが分かったりすると、紅葉をより楽しめるのではないでしょうか。今
回は、情報センター所蔵の本の中から、葉っぱの形に注目した図鑑、紅葉の仕組みなどを解説した本を紹介します。

● 五合目に生育する多くの植物を知ることができました。また、多くのなぜ？をそうなんだ、に変え
ることができました。ありがとうございました。

●「百聞は一見にしかず」ではないが、実際に見て、その場で解説してもらえるこのような機会は
非常にありがたく、またすばらしい会であった。

● 子どもたちにも広めて下さい。学校の学年単位とか、遠足とかにも生かしてもらえればすばらし
いと思います。

● 観察会に初めて参加させて頂きました。解説もわかりやすく、今まで知らなかったことを教えて
頂き、たいへん満足です。

富士山科学講座、開催しています

マ ツ ボ ッ ク リ通信

参加者から
の声

●各イベント・事業は、見学地入場料等をのぞき無料です。　　●日時や内容などを予告なく変更することがあります。
●休館日以外は、エントランス展示、企画展示、環境情報センターをご利用いただけます。

※ニューズレターのバックナンバーは
　ホームページでご覧になれます

●…一般書　●…児童書

イベント情報
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はじめに

　皆さんは、富士山に登ったこと
がありますか？富士山は、五合目
までのアクセスが良く、山小屋もト
イレも多くあり、登りやすい山と言
われます。しかし、登山経験が少な
い方が多く、それゆえの様々なリス
クがつきまといます。山頂の標高は
3776m、日本で一番高い場所で
す。標高が高くなると気圧が下が
り、私達のからだは空気中の酸素
を血液に上手く取り込むことがで
きなくなってきます。そして、十分な
酸素がなくても活動出来るように、
からだは低酸素環境に対応しよう
とします。この時、上手く順応でき
ず、様々な症状が出てしまうのが、
富士登山のリスクのひとつ「急性
高山病」（以下、高山病）です。
　高山病は、標高2500m以上から
発症のリスクが高くなることが報告
されています。症状としては、頭痛や
めまい、吐き気、嘔吐、脱力感、睡眠
障害などです。原因は高所での低
酸素環境にさらされることですが、
その発生メカニズムは不明な点も
多く、影響している要因の特定も一

様な見解に達していません。一人で
も多くの方が安全に快適に富士登
山を成し遂げるためには、高山病
のリスクを減らすための研究が必
要です。そこで、富士山での高山病
の発生状況とからだの水分バラン
スである脱水状態の関連、それに
加え気温や体温といった温度要因
が、どのように影響しているのか、ア
ンケートによって調査しました。

調査方法

　平成27年・28年の8月、計13
日間に、富士山吉田口登山道、五
合目・泉ヶ滝で下山者に対してア
ンケート調査を行いました。調査
に協力頂いた方は1810人でし
た。そのうち、アンケート記入に不
備がみられたものを除いた1399
人を分析対象としました（有効回
答率77.3％）。アンケート項目は、
年齢、性別、登山行程、温冷感、温
熱的快適感、口渇感（喉の渇き具
合）などです。これらの要因と高山
病の発生について統計解析を行
い、関連がある要因を検討しまし
た。高山病の判定は、レイク・ル

イーズの質問表を用いて行いまし
た。これは、高山病に関係する症状
をスコア化する質問表で、頭痛項
目1点以上、かつ合計が3点以上
を高山病発症者としました。
　また、登山者がさらされた温熱
環境との関連を検討するために標
高約3000mに位置する山小屋に
温湿度データロガーを設置し、気
象データを測定しました。登山行
程の時間帯の平均気温、平均相対
湿度を用いて調査日を高温多湿
日、高温低湿日、低温高湿日、低温
低湿日の4つに分類し、高山病発
生状況を比較しました。

結果と考察

　今回の調査では、1399人中
467人（33.4％）の人が高山病を
発症していました（図1）。これは、
ヒマラヤやアルプスなどいくつか
の海外での調査結果と同様の発
症率であり、富士山を含む標高
3000m台の高所登山では約3人
に1人が高山病を発症することが
わかりました。また、登頂を断念し
た114人中42人（36.8%）の人

が高山病であり、登頂の成否にも
大きな影響があると思われます。
　まず、高山病を発症した人と発
症していない人（非発症者）におい
て年齢、性別、および口渇感の違
いを見たところ、年齢と性別では両
グループの間に有意な差は認めら
れず、口渇感において、高山病発
症者が有意に喉の渇きを感じてい
たことがわかりました（図2）。高所
登山は、低酸素環境下での長時間
の運動です。低酸素は呼吸の換気
量を増加させ、呼気からの水分損
失を増やします。また、トイレ回避
のために飲水を控えることにより、
からだの水分バランスが脱水状
態に陥りやすくなります。今回の結
果は、脱水状態が高山病を引き起
こす一つの要因である可能性を示
唆しています。
　次に登山者を取り巻く温熱環境
との関連を明らかにするために、登

山中と頂上滞在中において、どの
程度の暑さ寒さを感じていたか
（温冷感）とその温冷感においてど
の程度の快適、不快を感じていた
のか（温熱的快適感）、高山病発症
者と非発症者において比較しまし
た。その結果、高山病発症者は頂
上滞在中に寒さを感じていた傾向
にあり、温熱的快適感において登
山中と頂上滞在中とも有意に不快
に感じていたことが認められました
（図3）。主観的な感覚である温冷
感は、深部の体温の影響をほとん
ど受けない環境温度に対する感覚
です。一方、温熱的快適感は、体温
が低い場合には、より増悪させる低
い環境温度を不快に感じるといっ
た、体温を好転させるか、悪化させ
るかを感じる感覚です。今回の結
果の解釈として、環境温度が低下
する高所において、寒さと温熱的な
不快さを感じていたことは、高山病

発症者の体温が低下していた可能
性が考えられます。以上のことか
ら、富士登山で高山病の発症を予
防するためには、脱水状態になら
ないための十分な飲水と体温を下
げないための工夫が重要であると
考えられます。
　温湿度によって分類した高温高
湿日、低温高湿日、高温低湿日、お
よび低温低湿日において、高山病
発症の有無の差を分析しました。
その結果、温度と湿度の違いに
よって高山病の発症状況が異なっ
ていることが明らかになりました。
高山病の発症は低温高湿日にお
いて有意に多く、高温低湿日にお
いて有意に少なかったのです。し
かし、低い気温は体温の低下を招
きますが、高湿度は脱水状態を抑
制します。前述の分析結果とは合
わないように思えます。実際には、
富士山の気象は目まぐるしく変化
し、天気の変化に対して人々は登
山スケジュールや飲水行動、服装
などを変更します。高山病の発生
要因を明確にするためには、今後
気象の変化とこのような個人の行
動を含めた総合的で詳細な検討
をする必要があると思われます。

まとめ

　富士登山では、約3人に1人が
高山病にかかっています。高山病
の症状はつらい面があるのに加
え、登頂のさまたげにもなります。ま
た、その症状が事故や怪我の元に
もなり得ます。高山病は高所の低酸
素環境が発症の原因です。下山
し、高度を下げれば快方に向かい
ます。しかし、登頂するためには登
らなければなりません。そのために
何をすれば良いのか。少しでも多く
の人が、安全で快適に富士山の山
頂を踏むことができ、満足な富士
登山となるように、今後も高山病を
はじめとした富士登山に関わるリ
スクの軽減につながる研究を展開
していきたいと考えています。

富士登山での高山病とその関連要因の検討
宇野　 忠（環境共生研究部）

写真  富士山吉田口登山道・泉ヶ滝での
アンケート調査風景

図1  高山病スコアの分布と発症状況
（高山病発症者群；高山病（＋）、非発症者群；高山病（－））

図2  高山病の有無による年齢と口渇感の比較
（高山病発症者群；高山病（＋）、非発症者群；高山病（－）、＊；P<0.05）

図3  登山中と頂上滞在中に感じた温冷感（左）、温熱的快適感（右）における
高山病発症の有無（ †；P<0.10 、＊；P<0.05）
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はじめに

　皆さんは、富士山に登ったこと
がありますか？富士山は、五合目
までのアクセスが良く、山小屋もト
イレも多くあり、登りやすい山と言
われます。しかし、登山経験が少な
い方が多く、それゆえの様々なリス
クがつきまといます。山頂の標高は
3776m、日本で一番高い場所で
す。標高が高くなると気圧が下が
り、私達のからだは空気中の酸素
を血液に上手く取り込むことがで
きなくなってきます。そして、十分な
酸素がなくても活動出来るように、
からだは低酸素環境に対応しよう
とします。この時、上手く順応でき
ず、様々な症状が出てしまうのが、
富士登山のリスクのひとつ「急性
高山病」（以下、高山病）です。
　高山病は、標高2500m以上から
発症のリスクが高くなることが報告
されています。症状としては、頭痛や
めまい、吐き気、嘔吐、脱力感、睡眠
障害などです。原因は高所での低
酸素環境にさらされることですが、
その発生メカニズムは不明な点も
多く、影響している要因の特定も一

様な見解に達していません。一人で
も多くの方が安全に快適に富士登
山を成し遂げるためには、高山病
のリスクを減らすための研究が必
要です。そこで、富士山での高山病
の発生状況とからだの水分バラン
スである脱水状態の関連、それに
加え気温や体温といった温度要因
が、どのように影響しているのか、ア
ンケートによって調査しました。

調査方法

　平成27年・28年の8月、計13
日間に、富士山吉田口登山道、五
合目・泉ヶ滝で下山者に対してア
ンケート調査を行いました。調査
に協力頂いた方は1810人でし
た。そのうち、アンケート記入に不
備がみられたものを除いた1399
人を分析対象としました（有効回
答率77.3％）。アンケート項目は、
年齢、性別、登山行程、温冷感、温
熱的快適感、口渇感（喉の渇き具
合）などです。これらの要因と高山
病の発生について統計解析を行
い、関連がある要因を検討しまし
た。高山病の判定は、レイク・ル

イーズの質問表を用いて行いまし
た。これは、高山病に関係する症状
をスコア化する質問表で、頭痛項
目1点以上、かつ合計が3点以上
を高山病発症者としました。
　また、登山者がさらされた温熱
環境との関連を検討するために標
高約3000mに位置する山小屋に
温湿度データロガーを設置し、気
象データを測定しました。登山行
程の時間帯の平均気温、平均相対
湿度を用いて調査日を高温多湿
日、高温低湿日、低温高湿日、低温
低湿日の4つに分類し、高山病発
生状況を比較しました。

結果と考察

　今回の調査では、1399人中
467人（33.4％）の人が高山病を
発症していました（図1）。これは、
ヒマラヤやアルプスなどいくつか
の海外での調査結果と同様の発
症率であり、富士山を含む標高
3000m台の高所登山では約3人
に1人が高山病を発症することが
わかりました。また、登頂を断念し
た114人中42人（36.8%）の人

が高山病であり、登頂の成否にも
大きな影響があると思われます。
　まず、高山病を発症した人と発
症していない人（非発症者）におい
て年齢、性別、および口渇感の違
いを見たところ、年齢と性別では両
グループの間に有意な差は認めら
れず、口渇感において、高山病発
症者が有意に喉の渇きを感じてい
たことがわかりました（図2）。高所
登山は、低酸素環境下での長時間
の運動です。低酸素は呼吸の換気
量を増加させ、呼気からの水分損
失を増やします。また、トイレ回避
のために飲水を控えることにより、
からだの水分バランスが脱水状
態に陥りやすくなります。今回の結
果は、脱水状態が高山病を引き起
こす一つの要因である可能性を示
唆しています。
　次に登山者を取り巻く温熱環境
との関連を明らかにするために、登

山中と頂上滞在中において、どの
程度の暑さ寒さを感じていたか
（温冷感）とその温冷感においてど
の程度の快適、不快を感じていた
のか（温熱的快適感）、高山病発症
者と非発症者において比較しまし
た。その結果、高山病発症者は頂
上滞在中に寒さを感じていた傾向
にあり、温熱的快適感において登
山中と頂上滞在中とも有意に不快
に感じていたことが認められました
（図3）。主観的な感覚である温冷
感は、深部の体温の影響をほとん
ど受けない環境温度に対する感覚
です。一方、温熱的快適感は、体温
が低い場合には、より増悪させる低
い環境温度を不快に感じるといっ
た、体温を好転させるか、悪化させ
るかを感じる感覚です。今回の結
果の解釈として、環境温度が低下
する高所において、寒さと温熱的な
不快さを感じていたことは、高山病

発症者の体温が低下していた可能
性が考えられます。以上のことか
ら、富士登山で高山病の発症を予
防するためには、脱水状態になら
ないための十分な飲水と体温を下
げないための工夫が重要であると
考えられます。
　温湿度によって分類した高温高
湿日、低温高湿日、高温低湿日、お
よび低温低湿日において、高山病
発症の有無の差を分析しました。
その結果、温度と湿度の違いに
よって高山病の発症状況が異なっ
ていることが明らかになりました。
高山病の発症は低温高湿日にお
いて有意に多く、高温低湿日にお
いて有意に少なかったのです。し
かし、低い気温は体温の低下を招
きますが、高湿度は脱水状態を抑
制します。前述の分析結果とは合
わないように思えます。実際には、
富士山の気象は目まぐるしく変化
し、天気の変化に対して人々は登
山スケジュールや飲水行動、服装
などを変更します。高山病の発生
要因を明確にするためには、今後
気象の変化とこのような個人の行
動を含めた総合的で詳細な検討
をする必要があると思われます。

まとめ

　富士登山では、約3人に1人が
高山病にかかっています。高山病
の症状はつらい面があるのに加
え、登頂のさまたげにもなります。ま
た、その症状が事故や怪我の元に
もなり得ます。高山病は高所の低酸
素環境が発症の原因です。下山
し、高度を下げれば快方に向かい
ます。しかし、登頂するためには登
らなければなりません。そのために
何をすれば良いのか。少しでも多く
の人が、安全で快適に富士山の山
頂を踏むことができ、満足な富士
登山となるように、今後も高山病を
はじめとした富士登山に関わるリ
スクの軽減につながる研究を展開
していきたいと考えています。

富士登山での高山病とその関連要因の検討
宇野　 忠（環境共生研究部）

写真  富士山吉田口登山道・泉ヶ滝での
アンケート調査風景

図1  高山病スコアの分布と発症状況
（高山病発症者群；高山病（＋）、非発症者群；高山病（－））

図2  高山病の有無による年齢と口渇感の比較
（高山病発症者群；高山病（＋）、非発症者群；高山病（－）、＊；P<0.05）

図3  登山中と頂上滞在中に感じた温冷感（左）、温熱的快適感（右）における
高山病発症の有無（ †；P<0.10 、＊；P<0.05）
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トピックス 富士山科学講座、開催しています

研究紹介
●富士登山での高山病とその関連要因の検討
宇野　忠（環境共生研究部）

環境情報センター便り

富士山五合目植物観察会マツボックリ通信

■代表 0555 - 72 - 6211
■教育 0555 - 72 - 6203（環境教育プログラム受付）
■情報 0555 - 72 - 6202（図書貸出等）
■広報・交流 0555 - 72 - 6206
 （出張講義・富士山相談総合窓口）

■ＦＡＸ 0555 - 72 - 6204
 0555 - 72 - 6183（環境教育プログラム等申し込み）

ＵＲＬ  http：//www.mfri.pref.yamanashi.jp/
facebook  Mt.FUJI.research.institute
E-mail  www-admin@mfri.pref.yamanashi.jp

山梨県富士山科学研究所
〒403-0005  山梨県富士吉田市上吉田字剣丸尾5597-1

企画展「けんまるびの森」
富士山研が立地する、剣丸尾の森に生息・生育する
動植物を標本や解説パネルでご紹介します。

7/8（土）～11/12（日）9:00～17:00
（最終入場16:30）

森のガイドウォーク
研究所敷地内の森の中を歩きながら、溶岩の上にで
きた森の成り立ちや動植物の特徴などをスタッフが
解説し、観察します。

9/2から10/29までの土日・祝日
10:00～、11:00～、13:00～、14:00～、15:00～
各約50分

もりのおはなしかい
幼児～小学校低学年を対象に、絵本の読み聞かせや
森の観察などをとおして自然と触れ合い、興味や関心
を伸ばします。会の前にはおりがみ教室も開催、プレ
ゼントもあります。

9/10（日）、10/8（日）
10:30～、14:00～　各約40分

富士山科学講座
富士山の自然、自然と人との関わりについて、研究成
果をわかりやすくお伝えする全6回の連続講座です。
秋からは［応用編1～3］を開催します。

9/9（土）「生態系」、10/14（土）「環境と身体」、
11/11（土）「災害」
13:30～16:00

富士北麓秋の親子自然観察会
日本野鳥の会から講師を招き、富士山研の周辺を散
策して、身近な自然環境への興味・関心を育む観察会
です。

9/30（土）9:00～11:30（申込み：8/30～、先着順）
※対象：県内の小学生とその保護者30名

研究員体験イベント
「研究」とは、どんなことをどんなふうに進めるのか
…？研究員による体験イベントです。理科が好きな
人、科学に興味がある人、研究員になってみたい人、大
募集！

12/2（土）2～3時間程度
※対象：県内の小学4年生～中学3年生
（申込み：10/28～、先着順）
詳細は10月上旬に研究所ホームページをご覧くだ
さい。

スタッフボイス s t a f f v o i c e m i n iミニ
今年の梅雨は雨があまり降らず、7/1の富士山の山開き
の日も残雪が多くて、爽やかな初夏の日が続きました。
梅雨明け後には、一転して薄曇りの日が続いています。
青々とした空と富士山という真夏だからこその風景を
味わえる日がほとんどありません。8月、全国的に日照時
間が少ないと予測されています。たった2ヶ月しかない

開山期間が晴れやかな天気に恵まれて、多くの方々に登
山を楽しんでいただけたら、という気持ちが、富士山の
麓の研究所にいると自然と湧き上がってきます。一方で、
照りつける日差しが少ないのは、野外調査の多い研究
員にとってはとてもありがたいようです。

opics ト ピ ッ ク ス

　「富士山科学講座」は、昨年度にリニューアル
を行い、富士山の自然、自然と人との関わりに
ついて、研究成果をわかりやすくお伝えする全
６回の連続講座として実施しています。今年も
当研究所の研究員が講師を務め、昨年とは違っ
たテーマでお届けしています。4～6月には「基
礎編」として3回の講座を開催しました。
　4月15日（土）には、内山高研究管理幹(火山
防災研究部 部長)による講義「山梨の水と火山
－地下水・湧水の起源」を行いました。まず、火
山の恵みとしての湧水に触れ、縄文時代の遺跡
が湧水のある場所に分布していることなどか
ら、歴史的にも山梨県は地下水に依存してきた
ことが示されました。県内には、富士山や八ヶ
岳、茅ヶ岳・黒富士といった火山とそれらに起因
する地形がありますが、火山岩の化学組成が違
うことで水の成分に違いがあります。富士山の
場合、玄武岩を通ってきた湧水の成分にはバナ
ジウムなどの量が多いことが分かっています。
また、水の安定同位体比を利用して行った調査
から、富士山に降った雨や雪がどのような経路
を通って湧水として出てくるか、解説がありま
した。さらに、八ヶ岳や甲府盆地の地下水につ
いても話があり、山梨県の水系についてまとめ
てとらえることができました。

　5月13日（土）には、馬場章研究員（火山防災
研究部）による講義「大地に刻まれた山梨の地
史｣を行いました。山梨県は、多種多様な岩石・
堆積物で形成されています。北岳山頂付近に分
布する白亜紀の石灰岩からは、かつて海底で
あった痕跡が見られます。プレートの動きに
よってアジア大陸の一部であった日本列島が弧
状となって形成されていった過程や、御坂山地
や丹沢山地、伊豆半島が形成されていった様子
についての解説がありました。「チバニアン」で
注目される第四紀としては、韮崎岩屑なだれや
活断層、甲府盆地や氷河地形などが紹介されま
した。最後に、地形・地質から自然の成り立ちを
理解することができ、防災対策や自然保護、資
源として活用していくことの重要さが述べられ
ました。
　6月10日（土）には、安田泰輔研究員（自然環
境研究部）による講義「富士山の草原環境の特
性」を行いました。はじめに、なぜ日本に草原が
あるのかという提示の中で、草原の成立とその
利用、維持についての解説がありました。富士
山を特徴づける生態系の一つとして、草原環境
が挙げられます。富士山とその周辺には、稀少
かつ多様な生物種が生育しており、大室山周辺
の様子から、原生的自然環境と二次的自然環境

のどちらも重要であることが示されました。ま
た、植物の種類数の増加や維持には動物が関
わっていることや、群落は植物の移入と死亡の
バランスにより大きく変わる可能性があること
などの説明がありました。最後に、草原の保全
に向けて、群落の安定性を考慮しつつ、草原の
現状把握、管理効果等のモニタリングの必要性
が述べられました。
　9～11月には「応用編」として、毎月2名の研
究員による、自然と人との関わりを考える講座
を開催します。それぞれ「生態系」、「環境と身
体」、「災害」がテーマです。多くの皆様のご参加
をお待ちしております。

　富士山が世界遺産に登録され、環境保全のあり

方がますます重要となり、植生の変化についても課

題となるところです。そんな中、富士山の植生への

理解を深めることを目的に、7月22日（土）・27日

（木）に「富士山五合目植物観察会」を行いました。

　当日、まずは現地での観察会がより有意義なも

のになるよう、中野隆志主幹研究員（環境教育・交

流部 部長）が、噴火の歴史、地質構造、雪崩や雪

代による植物への影響など、解説を行いました。そ

の後、奥庭へ出発です。奥庭では、22日（土）は丸

田恵美子先生（神奈川大学理学部）、山村靖夫先

生（茨城大学理学部）、中野研究員の3グループ

に、27日（木）は中野研究員と安田泰輔研究員

（自然環境研究部）の2グループに分かれて観察

しました。

　参加者は、水が少なく、極寒となる厳しい環境の

もとで、たくましく生存競争を繰り返している植物た

ちとそのしくみに感心しきりでした。皆さんとても積

極的で、質問の内容もレベルが高く、メモ用紙がど

んどん埋まっていく様子が印象的でした。霧、強い

日差し、小雨など、目まぐるしく変わる山らしい天気

でしたが、充実した観察会となりました。

富士山五合目植物観察会

■葉っぱから調べられる図鑑
●「山溪ハンディ図鑑14  樹木の葉」　林 将之／山と溪谷社
●「葉でわかる樹木」　馬場 多久男／信濃毎日新聞社
●「葉っぱで見わけ五感で楽しむ樹木図鑑」　林 将之／ナツメ社
●「葉っぱで調べる身近な樹木図鑑」　林 将之／主婦の友社
●「原寸図鑑 葉っぱでおぼえる樹木」　濱野 周泰／柏書房
●「くらべてわかる木の葉っぱ」　林 将之／山と溪谷社
●「落ち葉の呼び名事典」　亀田 龍吉／世界文化社
●「紅葉ハンドブック」　林 将之／文一総合出版
●「紅葉のきれいな樹木図鑑」　亀田 龍吉／家の光協会

■葉っぱについて学ぶ本
●「葉っぱのふしぎ」　田中 修／ソフトバンククリエイティブ
●「葉っぱの不思議な力」　鷲谷 いづみ・埴 沙萠／山と溪谷社
●「はっぱ」　林 将之／STUDIO CELLO
●「調べて楽しむ葉っぱ博物館」
　亀田 龍吉・多田 多恵子／山と溪谷社
●「拾って探そう 落ち葉とドングリ・松ぼっくり」
　平野 隆久・片桐 啓子／山と溪谷社
●「紅葉・落ち葉・冬芽の大研究」
　星野 義延・飯村 茂樹・岡崎 務／PHP研究所
●「落ち葉」　平山 和子・平山 英三／福音館書店
●「紅葉のふしぎ」　佐藤 有恒／あかね書房

環境情報センター便り
色々な葉っぱを楽しむ

　秋の森といえば、紅葉ですね。昔から日本人は紅葉を眺めて楽しんできました。葉っぱの色が変わると、緑だった時よりも形の違いに目が行きやすくな
ります。葉っぱの形から何の木か見分けることができたり、葉っぱの色が変わる仕組みが分かったりすると、紅葉をより楽しめるのではないでしょうか。今
回は、情報センター所蔵の本の中から、葉っぱの形に注目した図鑑、紅葉の仕組みなどを解説した本を紹介します。

● 五合目に生育する多くの植物を知ることができました。また、多くのなぜ？をそうなんだ、に変え
ることができました。ありがとうございました。

●「百聞は一見にしかず」ではないが、実際に見て、その場で解説してもらえるこのような機会は
非常にありがたく、またすばらしい会であった。

● 子どもたちにも広めて下さい。学校の学年単位とか、遠足とかにも生かしてもらえればすばらし
いと思います。

● 観察会に初めて参加させて頂きました。解説もわかりやすく、今まで知らなかったことを教えて
頂き、たいへん満足です。

富士山科学講座、開催しています

マ ツ ボ ッ ク リ通信

参加者から
の声

●各イベント・事業は、見学地入場料等をのぞき無料です。　　●日時や内容などを予告なく変更することがあります。
●休館日以外は、エントランス展示、企画展示、環境情報センターをご利用いただけます。

※ニューズレターのバックナンバーは
　ホームページでご覧になれます

●…一般書　●…児童書

イベント情報
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